
第３学年算数科学習指導案
日 時 平成１７年１０月１２日（水） 授業１

学 級 ３年４組 男子 名 女子 名 計 名19 18 37
場 所 ３年４組教室

授業者 教諭 吉田 道子（Ｔ１）教諭 巴 順子(Ｔ２）

１ 単元名 かけ算の筆算（１ 「かけ算のしかたを考えよう」）

２ 単元について

( ) 教材観1
本単元にかかわる小学校学習指導要領の第３学年の内容には「加法及び減法を適切に用い

ることができるようにするとともに、乗法についての理解を深め、適切に用いることができ

るようにする 」とある。乗法九九については第２学年で学習しているが、本学年ではその。

後を受けて、第１単元で乗法九九についての理解をまとめたり、乗法の交換法則や、乗数が

１ずつ増減するときの乗数と積の変化の関係を含めた分配法則について学習したりしている

20 3 300 5 10 100本単元では 被乗数が何十 何百の乗法すなわち × や × などの計算は や、 、 、

を単位として考えれば１位数どうしの乗法に帰着できることを理解し、そのことを活用して

計算できるようにする。また、何十、何百に１位数をかける計算をもとにして、２位数、３

位数に１位数をかける計算を導入し、乗法の筆算形式とともにその計算の原理や手順につい

て理解を図ることが主要なねらいとなる。

( ) 児童観2
、 、算数の学習におおむね意欲的に取り組む児童が多く 分かるところは積極的に発言したり

練習問題に進んで取り組んだりしている。しかし、中には学習内容の理解に時間がかかり、

個別指導を必要とする児童もいる。課題解決において、自ら考え方や方法の見通しをもって

取り組むことができるのは７割ほどの児童である。残りの３割の児童は、どんな考え方で、

どのような方法を使って課題を解決すればよいかうまく見つけられないことが多い。また、

学習したことを適用する力については、計算や測定等、表現・処理の領域において適用問題

を解く力は育ちつつある。しかし、新しい学習内容を考える際、既習内容に帰着し、それら

を適用させて解く力はまだ十分ではない。そこで、学習した内容をもとに、数学的な考え方

や見方を深めたり、広めたりする力をつけさせていく必要がある。

本単元にかかわるレディネステストの結果は次の通りである。

１ １位数× 、 ×１位数、１位数× 、 ×１位数の計算ができる。 正答率１００％0 0 10 10
２ 交換法則が分かり、□にあてはまる数を求めることができる。 正答率１００％

３ 乗数と積の変化の規則性が分かっている。 正答率 ９７％

４ 被乗数が を超える場合でも、乗法のきまりや性質を用いて答えを求めることができ10
る （分配法則の適用） 正答率 ５１％。

、 （ ）以上のことから 被乗数や乗数を分解しても積は変わらないという乗法の性質 分配法則

についての理解が不十分だと思われる。よって、本単元に入る前に、乗法の性質を再度確認

し、レディネスを高めておく必要がある。

( ) 指導観3
本単元の目標は、筆算形式による２位数、３位数に１位数をかける乗法の仕方について理

解し、それらを用いる能力を高めることである。しかし、これは単に筆算形式を覚えて正し

く答えを出すことできるようにするのではなく、分配法則を活用して答えを導く筆算の原理

を理解させたうえで、計算技能を十分に高めさせていくことが大切であると考える。そこで

指導にあたっては、第１小単元（何十、何百のかけ算）においては、 や を単位とす10 100
れば、九九に帰着して考えることができることを押さえさせたい。次に、第２小単元（２位

数×１位数の計算の考え方、筆算の仕方）においては、九九を使って答えを導くために、分

配法則を活用する考え方に気付かせる。そして、児童がつくり出した計算方法を生かした形

で筆算形式につなげるようにしたい。第３小単元（３位数×１位数の計算の考え方、筆算の

しかた）においても同様に進め、分配法則を活用し、新しい形の計算も既習の計算になおし



て答えを求めるという学習が、今後の乗法筆算（２位数×２位数）の考え方の基礎となるよ

うに展開していきたい。

３ 単元の目標と評価規準

目 標 評価規準

算数への関心・ ○筆算形式による２、３位数×１位数 ○筆算形式による２、３位数×１位数

意欲・態度 の計算のしかたを既習の乗法計算の の計算のしかたを既習の乗法計算の

しかたをもとに考えようとする。 しかたをもとに考えようとしてい

る。

○３つの数を適用する問題で、２通り

の式を考えようとしている。

数学的な考え方 ○筆算形式による２、３位数×１位数 ○２、３位数×１位数の計算のしかた

の計算のしかたを、数の構成や十進 を、既習の乗法九九に帰着して考え

位取り記数法をもとに考えることが ている。

できる。 ○３つの数の乗法では、前の２数を先

に計算しても、後の２数を先に計算

しても答えが同じになることに着目

して考えている。

表現・処理 ○２、３位数×１位数の計算を筆算で ○２、３位数×１位数の筆算ができて

正確にできる。 いる。

○乗法の結合法則を計算に用いること ○乗法の２段階の式を１つの式に表し

ができる。 ている。

知識・理解 ○２、３位数×１位数の筆算のしかた ○２、３位数×１位数の筆算形式のか

を理解することができる。 き方としくみを理解している。

○乗法の結合法則を理解することがで ○乗法の結合法則を理解している。

きる。

４ 教材の関連と発展



５ 単元の指導・評価計画 （ 時間扱い）14

・主な学習活動 評価規準 具体の評価規準 努力を要する
と判断された児

段 時 目 標 ○学習課題 【評価の観点】 ：十分満 ：おおむ 童への具体的なA B
階 間 足できると判 ね満足できる 手立て

☆主な支援の手立て (評価方法） 断する視点 と判断する視
点

何十、何百 ・九九表の空欄の数を求め方を考 何十、何百× 何十、何百 何十、何百 円玉の数10
１ に１位数をか える活動を通して、被乗数の数 １位数の計算を ×１位数の計 ×１位数の計 は、２×３で求
・ ける除法計算 範囲を拡張した乗法への興味、 １位数×１位数 算を１位数の 算を１位数× められること、

と ２ の仕方を考え 関心を高めるようにする。 の計算をもとに 計算をもとに １位数の計算 ２×３で求めた
その計算をす 計算しようとし 筋道をたてて をもとに計算 ６は、 円玉10
ることができ ○２０×３のような計算のし ている。 説明しようと しようとして が 個であり、6

ら る。 かたを考えよう。 【関心・意欲・ している。 いる。 「 」をつけて0
態度 ノート 「 」になるこ】（ 、 60

・２０×３の計算の仕方を考え 観察） とに気付かせ
る。 る。

20 3☆言葉やテープ図から 円の
え 倍であることを全体で確認す 何十､何百× 何十､何百 何十､何百 円玉の数100

る。 位数の計算を × 位数の計 × 位数の計 は、３×５＝１1 1 1
☆ 円や 円の模擬貨幣を用 １位数× 位数 算を１位数× 算を１位数× ５でも求められ10 100 1
いる。 の計算をもとに 位数の計算 位数の計算 ること、この１1 1

る ・ × の計算の仕方を考え して考えてい をもとにして をもとにして ５は、 円玉300 5 100
る。 る。 考え、筋道を 考えている。 が 個あるの15

【数学的な考え 立てて説明し で 「００」を、
・何十× けたの計算は、１０ 方 （ノート） ている。 付けることに気1 】
が何個と考えると九九を使っ 付かせる。
て、計算ができる。 ・適用問題を

100 10 100・何百×１けたの計算は、 円玉や
が何個と考えると、九九を使 円玉を使って計
って計算できる。 算させる。

10 1２位数×１ ２位数×１位 ２位数×１ ２位数×１ 円玉と
位数（部分積 ○ ×４のようなかけ算の 数の筆算の仕方 位数の筆算の 位数の筆算の 円玉の図を示21

３ がみな１けた 答えの見つけ方を考えよ を既習の乗法九 仕方を既習の 仕方を既習の し、 のまと） 10
の乗法計算の う。 九に帰着して考 乗法九九に帰 乗法九九に帰 まりとバラに分

本 仕方を乗法九 えている。 着して考え考 着して考えて ければ、これま
時 九に帰着して ・立式について考える。 【数学的な考え え方の根拠も いる。 で学習した九九
考えることが ・代金がだいたいいくらになるか 方】 説 明してい を使えることを
できる。 を考える。 （自力解決と話 る。 助言する。

た ☆２１×４の計算のしかたをアレ し合いの様子、
イ図や模擬貨幣を使ったり数操 ノート）
作をしたりして考え、答えを求
めさせる。

し ×４のような計算は、位21
ごと分けて計算すると、かけ算
九九を使って答えを出すことが
できる。

か
４ 位数×１ ・ ×４の計算を筆算で考える ２位数×１位 ２位数 × ２位数×１ １つ１つの九2 21 。
位数（部分積 数の筆算形式の １位数の筆算 位数の筆算形 九の順番をゆっ
がみな１けた ○みんなで考えた計算のしか 書き方としくみ 形式の書き方 式の書き方と くりと確認しな）
の筆算の仕方 たをもとにして、かけ算の を理解してい としくみを理 しくみを理解 がら、計算する

め を理解するこ 筆算の方法を考えよう。 る。 解し、正しく している。 ようにさせる。
とができる。 【知識・理解】 答えを求めて 筆算の計算の

☆ と１に分けて計算するやり （ノート） いる。 仕方を確認させ20
方が筆算形式の基盤となってい ながら、計算を
ることを図で示し、丁寧に指導 させる。

る する。

ひっ算の計算のしかた
①位をたてにそろえて書く。
②下の横線は、＝の意味。
③乗数の の段の九九を使う。3
④一の位から順に計算する。
⑤十の位の数との積は十の位に
書く。

・適用問題をする。

２位数×１位 ・正方形の定義を想起させる。 ２位数×１位 ２位数×１ ２位数×１ 繰り上がりに
数（一の位の 数（一の位の数 位数（一の位 数（一の位の 気を付けさせ、



数との部分積 ○ ×４の計算のしかたに との部分積が２ の数との部分 数との部分積 必ず、書かせる16
が２けた）の ついて考えよう。 けた）の筆算が 積が２けた） が２けた）の ようにして、計

５ 筆算の仕方を できている。 の筆算を正確 筆算ができて 算させる。
理解し、その ・１辺が１６㎝の正方形の周りの 【表現・処理】 に できてい いる。
計算をするこ 長さを求める式を考えその計算 （プリント、観 る。
とができる。 を筆算でする仕方を考える。 察）

16 10 6た ☆既習事項を想起し を と、
に分けて計算する。

･ ×４の筆算の計算と前時の筆16
算の仕方を想起してまとめる。

・ × の計算も の位か16 4 1
2し ら計算し、繰り上がった

を十の位に書く。
・｢四一が４」の４に繰り上げ
た２をたして６。

･それを十の位に書く。
か

２位数×１ ２位数×１位 ２位数×１ ２位数×１ 十の位に繰り
６ 位数(十の位の ○ ×３と ×３の筆算のし 数(１の位の数 位数(１の位 位数(１の位 上げた数を小さ42 58
数との部分積 かたを考えよう。 との部分積が２ の数との部分 の数との部分 く書かせたり、

め が２けた及び けた）の筆算が 積が２けた） 積が２けた） 部分積が省略さ
部分積がみな ☆困ったことを発表させることに できている。 の筆算が正し の筆算ができ れていない形に
２けた)の筆算 より今までの筆算との違いを明 表現・処理 く できてい ている。 戻らせたりしな【 】
の仕方を理解 確にする。 （教科書の問 る。 がら、筆算の計
し、その計算 ・３×４＝１２の をどう書け 題、補充問題） 算の仕方を理解12
をすることが ばよいか考える。 させる。
できる。 ・適用問題に取り組む。

る
・３×４＝１２の１や３×５＝
１５の を百の位に繰り上げ1
て筆算で計算する。

・３×８＝２４の２を十の位に
繰り上げて筆算で計算する。

２位数×１位 ２位数×１位 ２位数×１ ２位数×１ 部分積と筆算
７ 数(部分積を加 ○ ×４や ×４の筆算の 数（部分積を加 位数（部分積 位数（部分積 を対応させなが29 75
えたときに百 計算のしかたを考えよう。 えたときに百の を加えたとき を加えたとき ら筆算形式に慣
の位に繰り上 位に繰り上が に百の位に繰 に百の位に繰 れさせる。百の
がりあり)の筆 ☆部分積をたしたときと筆算の形 り)の筆算がで り上がり)の り上がり)の 位への繰り上が
算の仕方を理 式を対応させながら、計算に取 きている。 筆算が正確に 筆算ができて りに気を付けさ
解し、その計 り組ませる。 【表現・処理】 できている。 いる。 せて、計算させ
算をすること （練習問題） る。
ができる。 百の位の繰り上がりに気を

付けながら、筆算をする。

ま 位数×１位 学習内容を正 学習内容を 学習問題を 今まで学習し2
数の筆算を正 ○２位数×１位数の計算の力 しく用いて問題 正しく用いて 用いて問題を た内容を想起さ

と ８ 確に身につけ をつけよう。 を解決すること いろいろな問 解決すること せ、繰り上がっ
ることができ ができている。 題を解決する が できてい た数やたし算が

め る。 【表現・処理】 ことができて る。 間違っていない
・今まで学習した筆算の計算の練 （練習問題・補 いる。 かを確認する。

る 習問題に取り組む。 充問題）

３位数×１位 ３位数×１位 ３位数×１ ３位数×１ 既習の 位数2
数(部分積がみ ○ ×３の計算のしかたを 数の筆算の仕方 位数の筆算の 位数の筆算の ×１位数と同様312

と ９ な１けた）の 考えよう。 を２位数×１位 仕方を２位数 仕方を２位数 に分配法則を使
計算の仕方を 数の筆算をもと ×１位数の筆 ×１位数の筆 っていることに
考えることが ・ 位数の筆算の仕方について想 にして考えてい 算をもとにし 算をもとにし 気付かせる。2

ら できる。 起する。 る。 て考え、筋道 て 考えてい を と312 300
☆分配法則を使った考えと、教科 【数学的な考え をたてて説明 る。 と２に分け10
書の位取りをもとにした図を関 方】 をしている。 て計算すること
連させ、分配法則での考え方を ノート 観察 に気付かせる。（ 、 、

え 理解させる。 発表）
・分配法則と筆算とを関連付けさ
せながら筆算の形式をまとめ

る る。

・ × は、 × と ×312 3 300 3 10
３と２× の答えを合わせて求3
めることができる。
・ けた×１けたの計算も筆算3
で計算することができる。



３位数×１ ３位数×１位 ３位数×１ ３位数×１ を ，386 300
位数(一、十の ○ ×２の計算のしかたを 数(一､十の位の 位数(一､十の 位数(一､十の ， に分けて386 80 6
位の数との部 考えよう。 数との部分積の 位の数との部 位の数との部 それぞれに を10 2
分積が２けた ２けた)の筆算 分 積の２け 分 積の２け かけて合わせた）
の筆算の仕方 ・ を 、 、 に分けて、 ができている。 た)の筆算が た)の筆算が ことを思い出さ386 300 80 6

た を整理し、そ それぞれに をかけて、合わせ 【表現・処理】 正確にできて できている。 せ、繰り上がり2
の計算をする る。 （適用問題の様 いる。 を書かせて筆算
ことができる ☆分配法則と筆算の形式を関連付 子） をさせるように。

けて筆算形式をまとめさせる。 する。

百の位に繰り上がった数を忘
れないで書いて筆算をする。

し

３位数× ３位数× 位 ３位数× ３位数× 部分積での筆11 1 1 1 1
位数(部分積が ○ ×４や ×３の筆算 数(部分積がみ 位数(部分積 位数(部分積 算の形式にもど937 537
みな２けた、 のしかたを考えよう。 な けた及び部 がみな け がみな け り、部分積の上2 2 2
及び部分積を 分積を加えたと た、及び部分 た、及び部分 の部分が繰り上
加えたときに ・ 、 、 に分けてそれぞれ きに繰り上がり 積を加えたと 積を加えたと がりになってい900 30 7

か 繰り上がりあ に をかける また あり）の筆算が きに繰り上が きに繰り上が ることに気付か4 500 30 7。 、 、 、
り)の筆算の仕 に分けてそれぞれに をかける できている。 りあり）の筆 りあり）の筆 せる。3
方を理解し、 ☆これまで学習した筆算の手順と 【表現・処理】 算が正しくで 算ができてい
その計算をす ともに繰り上がりの処理を加え ノート 観察 きている。 る。（ 、 ）
ることができ た筆算をするようにさせる。
る。 ・上記の考えを提示し関連付ける

め
百の位や千の位への繰り上

がりに気を付けて、筆算をす
る。

る 乗法の結合 乗法の結合法 乗法の結合 乗法の結合 まとめに戻っ12
法則について ○ つの数のかけ算のしかた 則を理解してい 法則を理解し 法則を理解し て計算をさせ3
理解するとと について考えよう。 る。 て、適用問題 ている。 る。
もに３つの数 知識・理解 を 解決しい どの数字を先【 】
の乗法が つ ・分かっていること、求めること （ノート、練 る。 に計算したほう1
の式に表せる を明確にする。 習問題） が簡単に計算で
ことを理解す ☆ 箱がいくらになるかを先に求 きるのか気付か1
ることができ める方法と、お菓子の個数を先 せる。
る。 に求める方法に取り組ませる。

・ つの式の計算順序と１つにま2
とめた式を比べて、気付いたこ
とを発表する。

・計算が簡単になる場合を見つけ
る。

つの数のかけ算では、はじ3
めの数を先に計算しても、あと
の つの数を先に計算しても答2
えは、同じになります。
( ×４）× ＝ ×( ×２)60 2 60 4

学習内容を 学習内容を正 学習内容を 学習内容を 九九で処理で13
確実に身につ ○かけ算のひっ算の力を付け しく用いて問題 正しく用いて 正しく用いて きるところから
けることがで よう。 を解決すること 問題を確実に 問題を解決す 先に計算した方
きる。 ができている。 解決すること ることができ が簡単にできる

ま ・ 力をつけよう」に取り組む。 【表現・処理】 が できてい ている。 ことに気づかせ「
（練習問題） る。 る。

さし絵などを
見て つの式に1

と 表すことに気づ
かせる。

め 学習の理解 乗数が 位数 乗法が１位 乗数が１位 位ごとに省か14 1
を確認するこ ○学習したことをたしかめよ の乗法の筆算の 数の乗法の筆 数の乗法の筆 ない筆算形式に
とができる。 う しかたを理解し 算の仕方を正 算の仕方を理 戻って位毎にわ

ている。 しく理解して 解している。 けている筆算の
・ たしかめよう」に取り組む。 【知識・理解】 いる。 原理の再認識を「

る （問題） させるようにす
る。



６ 本時の指導（３／１４ 【モデル学習】）
( ) 目標1

２位数×１位数（部分積がみな１けた）の計算の仕方を既習の乗法九九に帰着して考える
ことができる。

( ) 本時の指導にあたって2
前時で何十、何百×１位数の計算も、 や を単位として考え、九九を用いて答えを10 100

導くことができることを学習した。本時では、 × と × とを比較し、違いを把握し20 4 21 4
たうえで、 × と同様に既習のかけ算九九を用いて答えを出すことができないかを考え20 4
させたい。そして、とも学びを通して、位ごとに分けて計算する分配法則を活用させ、九九
を用いて解くことができることに気付かせていきたい。

( ) 展開3
段階 学習活動・学習内容 支援の手立てと評価の観点 準備・

Ｔ１ Ｔ２ 資料
１ 問題を把握する。 ・前時と本時二つの問題 紙板書
１まい２１円の色画 を提示することにより 数直線、

用紙を４まい買いまし 違いをとらえさせる。 ・数直線とテープ図を示 テープ図
た。だい金はいくらで ・条件と求答事項を把握 すことにより、つまず ノート
すか。 させることにより、か きの見られる児童にも

け算で解く問題である 問題とかけ算の式との
ことをとらえさせる。 関係を把握させる。

と ２ 課題を把握する。 ・ × は、九九を使っ20 4
ら て答えを出すことがで

。え きたことを想起させる
る ２１×４のようなかけ算の答えの見つけ方を考えよう。

３ 見通しをもつ。10
分 ( )答えの見積もりをす ・ × の答えと比較し1 20 4

る。 ながらだいたいいくら
。になるかとらえさせる

( )考え方の見通しをも ・前時までのように１回2
つ。 だけの九九の適用では

求められないことに気
付かせる。 ・前時で用いた方法を想

( )方法の見通しをもつ 起させることにより、3
・お金 ・図 ・式 解決の見通しをもた

せる。
４ 自力解決に取り組む ・前半分の児童に支援 ・後ろ半分の児童に支援 模擬貨幣

・課題解決に取りかかれ ・課題解決に取りかかれ
①お金で考える。 ないでいるような児童 ないでいるような児童

ひ ⑩ ⑩ ① には、 のまとまりと には、 のまとまり10 10
と ⑩ ⑩ ① バラに分けて考えるこ とバラに分けて考える
り ⑩ ⑩ ① とを助言する。 ことを助言する。

た 学 ⑩ ⑩ ① ・理解の早い児童には、 ・理解の早い児童には、
し び × × 考えの根拠をしっかり 考えの根拠をしっかり20 4=80 1 4=4
か あわせて もたせ、筋道立ててノ もたせ、筋道立ててノ80+4=84
め ６ ②アレイ図で考える。 ートに説明が書けるよ ートに説明が書けるよ
る 分 を と に分けて う指導する。 う指導する。21 20 1

× あわせて 【評価規準】数学的な考え方28 1 4=4 84
分 ③式で考える。 ２位数×１位数の計算の仕方を既習の乗法九九に

× 帰着して考えている。 （ノート・発言）21 4
具体の評価規準 努力を要する20 1

× ＝ Ａ：十分満足で Ｂ：おおむね満 と判断された児20 4 80
× ＝ きると判断する 足できると判断 童への具体的な1 4 4
＋ ＝ 視点 する視点 手立て80 4 84

２位数×１位数 ２位数×１位数 円玉と 円10 1
の計算の仕方を の計算の仕方を 玉の図を示し、
既習の乗法九九 既習の乗法九九 の ま と ま り10
に 帰 着 し て 考 に帰着して考え とバラに分けれ
え、考え方の根 ている。 ば、これまで学
拠も説明してい 習した九九を使



る。 えることを助言
する。

５ 集団解決をする。 ・互いの考えのよさや共 ・主としてとも学びの指
( )ペア学習をする。 通点を見つけられるよ 導を進める。1

うとも学びの支援をす
と る。 ・考えの同じところを見
も つけながら聞くように
学 ( )代表が計算の仕方を 視点を与える。2
び 発表する。 ・図と式を結びつけて説

明させ、他の児童が理
解できるよう補足する22

分 ・ かけ算九九を使うた「
めに をどう分けて考 ・どの計算の仕方でも正21

( )考えの共通点につい えているか」という視 しく答えが求められた3
て考える。 点を与えることにより ことを確かめる。、

考えの共通点を見つけ ・どの方法も を と21 20
させる。 に分けて考えている1

・筆算で答えを求めた児 ことに気付かせる。
童の考えを取り上げ、 ・それぞれの方法を関連
他の考えと関連付けな づけて押さえ、位取り
がら、位ごとに分けて 図を示して、九九をう
計算の仕方であること まく使うための分配の
を紹介する。 仕方を確認する （中。

間まとめ）
６ 類似問題を解く。 ・前半分の児童に支援 ・後ろ半分の児童に支援

・位ごとに分け、九九を ・位ごとに分け、九九を
用いて答えを出すこと 用いて答えを出すこと
ができるよう助言する ができるよう助言する。

７ まとめる。
ま ２１×４のような計算は 位ごとに分けて計算すると、かけ算九九を使っ,
と て答えを出すことができる。
め ・２位数×１位数の計算
る も分配法則を活用する

と既習の九九を用いて
７ 答えを導くことができ
分 ることを押さえる。

８ 学習を振り返る。 ・自己評価と感想の観点 ・全体に広めたい感想を
を指示する。 紹介する。

９ 次時の学習内容を知
る。

( ) 板書計画4

１まい２０円の １まい２１円の ２１×４のようなかけ算 ２１×４のような計算は、
画用紙を４まい 色画用紙を４ま の答えの見つけ方を考え 位ごとに分けて計算すると
買いました。 い買いました。 よう。 かけ算九九を使って答えを
だい金はいくら だい金はいくら 出すことができる。
ですか。 ですか。

円 円 円 円 ①お金 ②アレイ図 ③しき 位取り図21 21 21 21

０ １ ２ ３ ４まい

しき ２１×４
見つもり ８０より多い どれも２１を２０と１に分けている。
見通し ・お金 ・図

・しき




